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３ 要  旨 

 キュウリの防虫ネット被覆栽培における天敵製剤の防除効果を検討した。 
（１）アブラムシ類（ワタアブラムシ主体）に対しては、アブラムシの発生初期に寄生性天敵のコレマンアブラ
バチ（1000頭／10ａ、７日間隔２回）を放飼することにより密度抑制効果が見られた。ただし、抑制効果が持続
しなかったことからバンカープラントの利用などについて検討が必要である。 
（２）ハダニ類に対しては捕食性天敵のミヤコカブリダニ（2000頭／10ａ、７日間隔２回）を生育初期に放飼す
ることにより栽培期間を通じてハダニ類の発生を抑えた。 
（３）以上の結果から、キュウリの防虫ネット被覆栽培において、ワタアブラムシおよびハダニ類の生物的防除
法としてコレマンアブラバチおよびミヤコカブリダニを放飼することが有効である
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